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【目的】当所では、茨城県内のカルバペネム耐性腸内細菌目細菌(CRE)感染症の詳細な状

況把握を目的に、感染症法に基づく届出患者由来株に加え、調査研究として協力医療機関

から非届出患者由来株を収集・解析している。今回はその結果を報告する。 

 

【材料と方法】2019 年度から 2023 年度までの 5 年間で CRE441 株を収集し、PCR 法に

よる薬剤耐性遺伝子の検出及びディスク法による表現型検査を行った。検出されたカルバ

ペネマーゼ遺伝子については、シークエンス解析を行い亜型を決定した。さらに次世代シ

ークエンサーによる全ゲノム解析(WGS)を行い、薬剤耐性遺伝子の検索及び Sequence 

type(ST)を決定した。 

 

【結果】CRE441 株のうち CPE は 22 株(5%)であった。カルバペネマーゼ遺伝子型は、

IMP-1(17 株)、IMP-6(2 株)、NDM-5(3 株)であり、シークエンス解析と WGS の結果に

齟齬はなかった。WGS では、PCR 法で検出できなかった他の薬剤耐性遺伝子が検出でき

た。また、ST により３つのグループの形成が確認された。 

 

【結論】WGS によって詳細な情報が得られたが、菌株間の関連や薬剤耐性遺伝子の伝播

状況を推定するためには、SNP 解析やプラスミド解析等、さらに詳細な解析を行う必要が

ある。疫学情報と合わせて判断することで、本県における CRE 感染症の実態を解明し、

感染対策の一助としたい。 


